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(57)【要約】
　本発明は、少なくとも１つの支持担体、および少なく
とも１種のポリウレタンを含む架橋コーティング組成物
の少なくとも１つの層を含む、建築物用途のための防水
膜に関する。本発明はまた、少なくとも１つの支持担体
、および少なくとも１種のポリウレタンを含む架橋コー
ティング組成物の少なくとも１つの層、製造プロセスを
容易にし、かつ支持担体を架橋コーティング組成物と、
良好な表面外観および補強担体と架橋ポリウレタンコー
ティングとの間の化学結合を達成するように最も最適で
耐久性のある態様で接合するための任意選択のプレコー
ティング層を含む、防水膜に関する。防水膜は、液体２
成分ポリウレタンシステムに基づく現在の平屋根防水シ
ステムと比較してより低いコストで調製および敷設する
ことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ．少なくとも１つの支持担体と、
　Ｂ．トップコート層であって、
　　ａ）ヒドロキシル基を有する少なくとも１種の材料、および
　　ｂ）遊離ノイソシアネート基を有する少なくとも１種のポリイソシアネート架橋剤
を含む２成分ポリウレタンコーティング組成物の少なくとも１つのトップコート層と
を含む、防水膜。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの支持担体が、不織布または織布である、請求項１に記載の防水膜
。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの支持担体が、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、も
しくはポリアミドポリマー、またはそれらの組合せもしくは混合ポリマーから作られてい
る、請求項１に記載の防水膜。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの支持担体が、鉱物織布または不織布から作られている、請求項１
に記載の防水膜。
【請求項５】
　前記支持担体が、前記支持担体と前記トップコート層との間の接着を与えるプレコーテ
ィングでコーティングされている、請求項１に記載の防水膜。
【請求項６】
　前記トップコート組成物が、成分ａ）のヒドロキシル基と成分ｂ）のイソシアネート基
との間の硬化反応のための触媒をさらに含む、請求項５に記載の防水膜。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の防水膜を含む、建築物用途のための防水システム
。
【請求項８】
　以下の層：プライマー層、接着剤の層、防水膜とは異なるエラストマー膜、およびトッ
プ仕上げ層の少なくとも１つをさらに含む、請求項７に記載の防水システム。
【請求項９】
　前記プライマー層が、２成分ポリウレタンに基づくプライマー層であり、かつ前記接着
剤が、液体ポリウレタン接着剤である、請求項８に記載の防水システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防水膜およびそれを含む防水システムに関する。防水膜および防水システム
は、建築物用途、特に屋根ふき（ｒｏｏｆｉｎｇ）用途で使用することができる。本発明
はまた、防水膜を製造するための方法および建築物または建築物部分を防水するための方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築物産業では、平屋根、テラス、バルコニーなどの防水が、様々な方法によって行わ
れている。シングルプライシステムは、例えば、ビチューメン、ポリ塩化ビニルおよびオ
レフィンゴムをベースとして使用することができる。しかしながら、これらのシングルプ
ライシステムは、あらゆる面で満足いくものとは限らない。
【０００３】
　ビチューメンベースの防水シートは、通常は火炎加熱によって屋根に固定される。した
がって、支持シートは、耐炎性でなければならない。ポリ塩化ビニルベースおよびオレフ
ィンゴムベース防水シートは、接着剤を使用して支持体上に接着されなければならない。
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典型的には、接着剤は、防水シートの材料と同じ化学族からではない原料から作られてい
る。これは、不良接着、非相溶性、および低下した耐老化性の危険を含む。より厳しい環
境法の要件のために、使用される可塑剤の移行および全般的な材料老化のためにポリ塩化
ビニルベースシステムの使用を避けることもますます必要になっている。
【０００４】
　樹脂系液体防水材料が、防水用に使用されている。例えば、２成分エラストマーポリウ
レタン、エポキシポリウレタン、ポリエステル、シリコーン、アクリルおよびメタクリル
樹脂、ならびにスチレン／アクリルおよびアクリロニトリル格子などの格子。
液体塗布ポリウレタン防水システムは、典型的には樹脂および架橋剤を含む液体２成分ポ
リウレタンの塗布に依存する。樹脂および架橋剤の官能基は、屋外条件下で反応して、屋
根ふきベース支持材料、例えば、コンクリート、鋼、木材、合成または天然断熱ボードに
接着する長持ちする防水バリヤを与える。硬化速度は、屋外条件、すなわち、主として湿
度および温度に依存する。したがって、ポリウレタン層の硬化は、異なる架橋密度および
異なる厚さを有し得る架橋ベース層をもたらす。さらに、液体防水２成分液体ポリウレタ
ンの第２の層（トップコート層）は、典型的にはベースポリウレタン層の上に塗布される
。この工程は、しばしば、例えば、ポリエステル不織布の薄いメッシュのローリングアウ
トと組み合わされる。補強メッシュは、典型的にはポリウレタンコーティングの第１の層
と第２の層との間に埋め込まれる。ベースポリウレタン層は、第２のポリウレタントップ
コート層の塗布前に硬化されなければならない。一部の場合、ベースポリウレタン層は、
液体ベースポリウレタン層の塗布前に屋根ふきベースの全面にわたって広げられる支持担
体で補強することができる。液体ポリウレタン層の乾燥および硬化時間は、周囲条件、特
に温度に依存する。乾燥および硬化は、１０～２０℃で５～６時間、３０～４０℃でも２
～３時間かかり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、従来技術システムの不利点を示さず、かつ特に、防水およびシーリング特
性に対してマイナスの効果を示すことなく天候およびＵＶ老化に耐えることができる、建
築物用途、特に屋根ふき用途のための防水膜を提供する必要性が依然としてある。防水膜
はまた、長期性能のみならず、速く、容易で、信頼できる敷設も確実にするものとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、少なくとも１つの支持担体、および少なくとも１種のポリウレタンを含む架
橋コーティング組成物の少なくとも１つの層を含み、前記ポリウレタンは、ヒドロキシル
基を有する少なくとも１種の化合物、および遊離のイソシアネート基を有する少なくとも
１種のポリイソシアネート架橋剤を含む組成物から得られる、建築物用途のための防水膜
に関する。
【０００７】
　本発明はまた、少なくとも１つの支持担体であって、単一層または複数層から構成され
得る支持担体を準備する工程と；ヒドロキシル官能基を有する少なくとも１種の化合物、
および遊離のイソシアネート基を有する少なくとも１種のポリイソシアネート架橋剤を含
むコーティング組成物の層を塗布する工程と；コーティング組成物の層を５０℃～１６０
℃の範囲の温度で硬化させる工程とを含む、上記防水膜を製造する方法に関する。
【０００８】
　本発明の別の実施形態は、製造を容易にし、かつ最も最適で、耐久性のある仕方で支持
担体を架橋コーティング組成物と接合して、良好な表面外観および補強担体と架橋ポリウ
レタンコーティングとの間の化学結合を達成するための任意選択のプレコーティング層で
ある。
【０００９】
　本発明の別の実施形態はまた、上に定義されたとおりの防水膜を建築物または建築物の
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部分に適用することによって建築物または建築物の部分を防水するための防水膜の使用に
関する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、支持担体１およびポリウレタンコーティング層２から構成される本発明
の防水膜の敷設の実施形態を例示する。
【図２】図２は、シーミングストリップ３を使用することによる敷設のさらなる実施形態
を例示する。
【図３】図３は、液体ポリウレタンシーリング層４、屋根ふき用プライマー５、シーミン
グストリップ３、および接着層６を有する図２の敷設詳細を例示する。
【図４】図４は、トップ仕上げ層を有しないが、屋根ふき用プライマー５、接着層６およ
び屋根支持体８を有する本発明の防水システムを例示する。
【図５】図５は、プライマー層５、接着層６、およびトップ仕上げ層７を有する本発明の
防水システムを例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　明確にするために、別個の実施形態の文脈で上および下に記載される、本開示のある特
定の特徴は、単一の実施形態において組み合わせて提供されてもよいことが理解されるべ
きである。反対に、簡潔にするために単一の実施形態の文脈で記載される、本開示の様々
な特徴はまた、別個で、または任意の下位組合せ（ｓｕｂ－ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）で
提供されてよい。さらに、文脈上特に明記されない限り、単数形での言及はまた、複数形
を含んでもよい（例えば、「１つの（ａ）」および「１つの（ａｎ）」は、１つ（ｏｎｅ
）、または１つ以上（ｏｎｅ　ｏｒ　ｍｏｒｅ）を指してもよい）。
【００１２】
　本明細書で、および以下に使用される場合の用語（メタ）アクリルは、メタクリルおよ
び／またはアクリルを意味すると考えられるべきである。
【００１３】
　特に断りのない限り、本説明で述べられるモル質量データ、数平均モル質量データＭｎ
または重量平均モル質量データＭｗのすべては、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ；
固定相としてジビニルベンゼン架橋ポリスチレン、液相としてテトラヒドロフラン、ポリ
スチレン標準）によって決定または決定されるべきモル質量である。
【００１４】
　本発明によって使用されるコーティング組成物は、２成分コーティング組成物である。
２成分コーティング組成物の取扱いは、一般に反応性成分の未熟反応を避けるために塗布
の少し前に反応性成分を一緒に混合することを必要とする。用語「塗布の少し前に」は、
２成分コーティング組成物を用いて作業する当業者に周知である。
【００１５】
　すぐに使用できるコーティング組成物が実際の使用／塗布前に調製されてもよい範囲内
の期間は、例えば、コーティング組成物のポットライフに依存する。したがって、十分長
いポットライフが、２成分コーティグ組成物を調製／混合および塗布するための安心でき
る時間枠を持つために望ましい。ポットライフは、２成分コーティング組成物の相互反応
性成分が混合されると直ぐに、コーティング組成物が、その範囲内で依然として適切に処
理または塗布されてもよく、および損なわれていない品質のコーティングが達成され得る
時間である。
【００１６】
　用語「防水膜」は、例えば、建築物または同様の対象を水および他の環境的影響に対し
て保護する機能を有するシートまたは膜を意味する。
【００１７】
　本発明の防水膜は、建築物用途が意図される。用語「建築物用途」は、建築物または建
築物の任意の部分を水および他の環境的影響に対して保護するための防水膜のいずれの使
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用も含むものとする。防水膜で保護される建築物の部分には、例えば、屋根、バルコニー
、テラスなどが含まれる。本発明の防水膜は、少なくとも１つの支持担体および２成分ポ
リウレタンコーティング組成物の少なくとも１つの層を含む。
【００１８】
支持担体
　支持担体は、２成分ポリウレタンコーティング組成物の層を支える補強担体として役立
つ。支持担体は、任意の自己支持性ライナ、シート、メッシュまたは網（ｎｅｔｔｉｎｇ
）であり得る。支持担体は、多孔質または非多孔質であり得る。好ましくは、支持担体は
、可撓性シート、例えば、布（ｆａｂｒｉｃ）技術で公知の任意の布、例えば、不織布ま
たは織布、固体膜または微孔性フィルムの可撓性シートである。また、支持担体は、単一
シートであり得るか、または単一層から形成され得るが、２枚以上のシートまたは２つ以
上の層の組合せであることもできる。少なくとも１つの支持担体は、ポリエチレン、ポリ
プロピレン、ポリエステルもしくはポリアミドポリマー、またはそれらの組合せもしくは
混合ポリマーから作られ得る。共押出しコア－シース繊維不織布も、支持担体として使用
され得る。また、鉱物の織布または不織布、例えば、ガラス繊維シートも、適当な支持担
体として使用され得る。
【００１９】
　適当な不織布または織布は、１種以上の天然および／または合成（人造）の繊維または
フィラメントを含む。合成（人造）繊維またはフィラメントは、ポリアミド、ポリエステ
ル、ポリイミド、ポリオレフィン、およびそれらの混合物の中で選択され得る。好ましく
は、不織布は、ポリオレフィンもしくはポリエステル不織布、または混合ポリオレフィン
／ポリエステル不織布の中で選択され得る。ポリオレフィン不織布は、好ましくはポリエ
チレン不織布、ポリプロピレン不織布または混合ポリエチレン／ポリプロピレン不織布の
中で選択され得る。
【００２０】
　ポリエステル不織布は、好ましくはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴＰ）不織布、
ポリヒドロキシルアルカノエート（ＰＨＡ）不織布、例えば、ポリ乳酸、または混合ＰＥ
ＴＰ／ＰＨＡ不織布などの中で選択され得る。
【００２１】
　より好ましくは、不織布は、ポリプロピレン不織布、例えば、スパンボンドポリプロピ
レン不織布である。スパンボンドポリプロピレン不織布、例えば、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎ
ｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ＆Ｃｏｍｐａｎｙ製の高強度ポリプロピレンスパンボンドは、
市販されている。ポリプロピレンスパンボンド不織布は、フィラメント構造内の２成分ポ
リウレタン樹脂の高浸透を可能にする。他方で、スパンボンド布は、ニードルパンチ布と
比較して完全な布含浸を確保するために樹脂量をあまり必要としない。
【００２２】
　不織布が支持担体として使用される場合、不織布は、不織布の２つ以上の個別の層の組
合せであってもよい。それは、例えば、２種以上の異なる種類の不織布を組み合わせるラ
ミネート、例えば、少なくとも１種のポリエチレン不織布および少なくとも１種のポリプ
ロピレン不織布のラミネートであってもよい。当技術分野で公知の２種以上の異なる種類
の不織布のラミネートは、ＳＭＳラミネート（スパンボンド－メルトブローン－スパンボ
ンドラミネート）である。
【００２３】
２成分ポリウレタンコーティング組成物
　本発明の２成分ポリウレタンコーティング組成物は、成分（ａ）および成分（ｂ）を含
む。したがって、コーティング組成物の少なくとも１つの層は、支持担体上に形成され、
成分（ａ）および成分（ｂ）の反応によって得られるポリウレタンを含む。支持担体上に
形成されるコーティング組成物の少なくとも１つの層は、架橋状態で成分（ａ）および成
分（ｂ）を含む。互いに反応性である成分（ａ）および成分（ｂ）は、別個に保存され、
塗布の少し前に一緒に混合されるだけとする。少なくとも１種のポリウレタンは、ヒドロ
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キシル基を有する少なくとも１種の成分（ａ）および少なくとも１種のポリイソシアネー
ト架橋剤成分（ｂ）を含む。
【００２４】
　成分（ａ）は、オリゴマーまたはポリマー結合剤であり得る。結合剤は、例えば、５０
０～４０００、好ましくは８００～２０００の数平均モル質量（Ｍｎ）を有する化合物で
ある。結合剤は、ヒドロキシル基を含むが、また活性水素を有する他の官能基、例えば、
第一級および／または第二級アミノ基を含んでもよい。アミノ基が追加的に存在する場合
、ポリウレタン／ポリ尿素構造が硬化中に形成される。ヒドロキシル基を有する結合剤ま
たは化合物は、例えば、ポリエステルポリオール、ポリウレタンポリオール、ポリカーボ
ネートポリオール、ポリエーテルポリオール、ポリラクトンポリオールおよび／もしくは
ポリ（メタ）アクリレートポリオールまたは当業者によってポリウレタン化学から公知の
対応する複数官能性ポリオールである。結合剤は、上記ポリマーのハイブリッド系、例え
ば、ポリアクリレートポリエステルポリオールポリマー、ポリアクリレートポリウレタン
ポリオールポリマーまたはポリエステルポリウレタンポリオールポリマーであることもで
きる。それらは、それぞれ個別に、または互いに組合せて使用されてもよい。ヒドロキシ
ル基を有する結合剤は、好ましくは５００～４０００の数平均分子質量Ｍｎおよび２５～
１５０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価、より好ましくは８００～２０００の数平均分
子質量Ｍｎおよび２５～６０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価を有する。成分（ａ）は
、２５℃で、１０００～２０，０００ｍＰａｓ、好ましくは１０００～１５０００ｍＰａ
ｓの粘度を有し得る。考慮されてもよいポリエーテルポリオールは、例えば、以下の一般
式：
　Ｈ（Ｏ－（ＣＨＲ1）n）mＯＨ，
（式中、Ｒ1は、水素、または様々な置換基を有してもよい、低級アルキル残基（例えば
、Ｃ1～Ｃ6アルキル）を意味し、ｎは、２～６を意味し、ｍは、１２～７０を意味する）
のポリエーテルポリオールである。残基Ｒ1は、同一であっても、異なっていてもよい。
ポリエーテルポリオールの例は、ポリ（オキシテトラメチレン）グリコール、ポリ（オキ
シエチレン）グリコールおよびポリ（オキシプロピレン）グリコール、または種々のオキ
シテトラメチレン、オキシエチレンおよび／もしくはオキシプロピレン単位を含む混合ブ
ロックコポリマーである。ポリエーテルポリオールまたはジオールの具体例は、例えば、
１０００～４０００の数平均分子質量を有するポリエチレンまたはポリプロピレングリコ
ールである。ポリエーテルポリオールのさらなる適当な例は、例えば、１０００～２００
０の数平均分子質量を有するポリテトラヒドロフランである。
【００２５】
　成分（ａ）として使用され得るポリエステルジオールまたはポリオールの例には、コー
ティング用途に適しているポリエステル樹脂のすべて、例えば、５００～１０００、好ま
しくは８００～１０００の数平均分子質量、０～５０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの酸価、および４
０～２００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、好ましくは５０～１５０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのヒドロキシル
価を有するヒドロキシ官能性ポリエステルが含まれる。ポリエステルは、飽和であっても
、不飽和であってもよく、それらは、脂肪酸で変性されていてもよい。ポリエステルは、
ポリカルボン酸もしくはカルボン酸無水物とポリアルコールとからの水の除去、または例
えば、ジカルボン酸のジメチルエステルとポリアルコールとのエステル交換反応による公
知のプロセスを使用して製造される。上述の合成のための適当なポリオールは、ネオペン
チルグリコール、エチレングリコール、ブタンジオール、ヘキサンジオールなどである。
上述の合成のための適当なポリカルボン酸には、アジピン酸、マレイン酸、フタル酸、ヘ
キサヒドロフタル酸、メチルヘキサヒドロフタル酸など、および存在する場合、対応する
無水物が含まれる。ポリカーボネートポリオールまたはジオールのの例は、炭酸誘導体、
例えば、ジフェニルカーボネート、ジアルキルカーボネート、例えば、ジメチルカーボネ
ート、またはホスゲンを、ポリオール、好ましくはジオールと反応させることによって得
られる、炭酸のエステルを含む。適当なジオールは、例えば、１，３－プロパンジオール
、２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，３－ブタンジ
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オール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、３，３，５－トリメチ
ルペンタンジオール、ネオペンチルグリコールおよび２－エチル－１，３－ヘキサンジオ
ールである。
【００２６】
　また、天然油、例えば、ヒマシ油およびヒマシ油誘導体などの再生可能資源も、成分（
ａ）として使用され得る。ヒマシ油は、天然産物であり、ひまし油脂肪酸（リシノール酸
）のトリグリセリドを含む。天然ヒマシ油、例えば、ヒマシ油脂肪酸（リシノール酸）の
トリグリセリド８０重量％～８８重量％、オレイン酸のトリグリセリド４重量％～７重量
％、リノール酸３重量％～５重量％、パルミチン酸１．５重量％～２重量％、およびステ
アリン酸１重量％～１．５重量％の混合物である。
【００２７】
　ヒドロキシル－官能性（メタ）アクリルコポリマーも、成分（ａ）として使用され得る
。
【００２８】
　成分（ｂ）は、遊離イソシアネート基を含む。ポリイソシアネートは、脂肪族的に、脂
環式的に、芳香脂肪族的に、および／または芳香族的に結合した遊離イソシアネート基を
有するいくつかの数の有機ポリイソシアネートであり得る。ポリイソシアネートは、室温
で液体であるか、または有機溶媒の添加によって液体のままである。２３℃で、ポリイソ
シアネートは、一般に１～６，０００ｍＰａｓ、好ましくは５～３，０００ｍＰａｓの粘
度を有する。ポリイソシアネートは、１．５～５、好ましくは２～４の平均ＮＣＯ官能基
を有してもよい。適当なポリイソシアネートの例は、ヘキサメチレンジイソシアネート（
ＨＤＩ）、１－イソシアナト－３，３，５－トリメチル－５－イソシアナトメチル－シク
ロヘキサン（ＩＰＤＩ）、ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、ナフチレンジ
イソシアネート（ＮＤＩ）、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）、および／またはビス
（４－イソシアナトシクロヘキシル）－メタンに基づくものである。トリイソシアネート
、例えば、トリイソシアナトノナンも、ポリイソシアネートとして使用され得る。
【００２９】
　立体的ヒンダードポリイソシアネートも適当である。これらの例は、１，１，６，６－
テトラメチル－ヘキサメチレンジイソシアネート、１，５－ジブチル－ペンタ－メチルジ
イソシアネート、ｐ－またはｍ－テトラメチルキシリレンジイソシアネートおよび適切な
水和型ホモログである。原則として、ジイソシアネートは、通常の方法によって、例えば
、三量化、二量化、または水もしくはポリオール、例えば、トリメチロールプロパンもし
くはグリセリンなどとの反応によって、より高い官能性化合物に変換され得る。したがっ
て、それ自体知られたジイソシアネートの誘導体が使用され得る。
【００３０】
　一般に、ポリイソシアネートは、イソシアヌレート、ウレトジオンジイソシアネート、
ビューレット基含有ポリイソシアネート、ウレタン基含有ポリイソシアネート、アロファ
ネート基含有ポリイソシアネート、イソシアヌレートおよびアロファネート基含有ポリイ
ソシアネート、カルボジイミド基含有ポリイソシアネート、およびアシル尿素基を含有す
るポリイソシアネートであり得る。ポリイソシアネートは、イソシアネート変性樹脂また
はイソシアネート官能性プレポリマーの形態で使用することもできる。それらのイソシア
ネート官能性樹脂またはプレポリマーは、当業者に知られた慣用の仕方で、例えば、触媒
を添加してもよく、５０～１６０℃、好ましくは７０～１３０℃の温度で、ヒドロキシル
官能性化合物およびイソシアネート官能性化合物を反応させることによって、公知の仕方
で調製され得る。ヒドロキシル官能性化合物は、例えば、成分ａ）として上に記載された
ポリオールおよびジオールであり得る。イソシアネート官能性化合物は、例えば、上に記
載されたジイソシアネートであり得る。ここで、成分は、遊離イソシアネート基を有する
反応生成物が得られるような量で反応され、すなわち、反応が、過剰のポリイソシアネー
トを有して行われる。例えば、反応は、１．５：１．０～５．０：１．０、好ましくは１
．６：１．０～４．０：
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１．０のＮＣＯ基：ＯＨ基の当量比で行われてもよい。イソシアネート官能性プレポリマ
ーは、好ましくは５．０～１５．０％、特に好ましくは６．０～１５．０％のＮＣＯ含有
量を有し得る。芳香族ポリイソシアネートは、経済的理由のために好ましいポリイソシア
ネートであり、脂肪族イソシアネートは、ＵＶおよび色安定化合物のために好ましい。
【００３１】
　成分（ｂ）はまた、遊離イソシアネート基に加えてブロック化イソシアネート基を含ん
でもよい。イソシアネート基は、典型的なブロッキング剤でブロックされ得る。活性水素
を含む低分子量化合物は、ＮＣＯ基をブロックすることが公知である。ブロッキング剤の
例は、脂肪族または脂環式アルコール類、ジアルキルアミノアルコール類、オキシム類、
ラクタム類、フェノール類、イミド類、ヒドロキシアルキルエステル類、およびマロン酸
またはアセト酢酸のエステル類である。硬化条件下でイソシアネート基の脱ブロック化を
可能にし、脱ブロック化イソシアネート基が成分（ａ）のヒドロキシル基と反応すること
を可能にする硬化温度が選択されることが確実にされなければならない。
【００３２】
　一般に、ポリイソシアネート架橋剤は、ポリウレタンの調製で普通に使用されるもので
あり、文献に詳細に記載されている。それらはまた、商業的に入手可能である。
【００３３】
　２成分ポリウレタンコーティング組成物の２つの成分（ａ）および成分（ｂ）は、塗布
の少し前に一緒に混合されるだけである。２成分の混合物は、少なくとも３０分のポット
ライフを有するべきである。少なくとも１種の化合物（ａ）のヒドロキシル基および活性
水素を有する他の任意選択の基と、少なくとも１種のポリイソシアネート架橋剤（ｂ）の
イソシアネート基とのモル比は、例えば、１：１．０５～１：２．０、特に１：１．１０
～１：１．２０である。
【００３４】
　本発明によって使用されるべき２成分ポリウレタンコーティング組成物は、成分（ａ）
および成分（ｂ）に加えて他の結合剤成分を含んでもよい。他の結合剤成分は、官能基を
含む硬化性結合剤、および任意選択で、硬化性結合剤の官能基と反応性の官能基を有する
架橋剤を含んでもよい。硬化性結合剤の例は、少なくとも１個の不飽和基を有する（メタ
）アクリルホモ－およびコポリマーである。（メタ）アクリルホモ－およびコポリマーの
ための適当な架橋剤は、例えば、少なくとも１個の不飽和基を有する化合物であり、これ
は、（メタ）アクリルホモ－およびコポリマーの不飽和基とラジカル重合を行うことがで
きる。不飽和基を有する化合物の例は、アルキルビニルアセテートモノマーである。他の
結合剤成分は、反応性官能基を有しない結合剤、例えば、官能基を有しない（メタ）アク
リルホモ－およびコポリマーであってもよい。他の結合剤成分は、コーティング組成物中
、コーティング組成物の全量に基づいて、５重量％～１５重量％、好ましくは５重量％～
１０重量％の量で存在してもよい。適当な（メタ）アクリルコポリマーの例は、例えば、
１，０００～２０，０００、好ましくは１，１００～１５，０００の数平均モル質量Ｍｎ
、および０～１００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの酸価を有するものである。（メタ）アクリルコポ
リマーは、オリゴマーまたはポリマーのポリエステルおよび／またはポリウレタン樹脂が
存在してもよい、重合性オレフィン不飽和モノマーのフリーラジカル重合によって調製さ
れ得る。使用されてもよいフリーラジカル重合性オレフィン不飽和モノマーは、少なくと
も１つのオレフィン二重結合に加えて、さらなる官能基も含むモノマー、および少なくと
も１つのオレフィン二重結合は別として、さらなる官能基をまったく含まないモノマーで
ある。
【００３５】
　本発明によって使用される２成分ポリウレタンコーティング組成物は、顔料、充填剤お
よび／または通常のコーティング添加剤を含むことができる。例えば、有機または無機タ
イプの色顔料が使用され得る。無機または有機色顔料の例は、二酸化チタン、微粒子化二
酸化チタン、酸化鉄顔料、カーボンブラック、アゾ顔料、フタロシアニン顔料、キナクリ
ドン、またはピロロピロール顔料である。充填剤の例は、二酸化ケイ素、硫酸バリウム、
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タルカム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム、炭酸カルシウム、水酸化アルミニ
ウム、および水酸化マグネシウムである。コーティング組成物で通常使用される添加剤の
例は、光安定剤、ＵＶ吸収剤、流れ制御剤、レオロジー影響剤、増粘剤、消泡剤、湿潤剤
、へこみ防止剤、架橋抑制剤および架橋促進剤である。添加剤は、当業者によく知られた
通常の量で添加される。また、成分ａ）と成分ｂ）の間の架橋反応のための硬化触媒は、
例えば、全コーティング組成物に基づいて最大で０．５重量％の量で使用され得る。一般
に、架橋反応のための適当な触媒は、塩基性触媒および有機金属触媒である。例は、無機
塩基性化合物、例えば、金属の水酸化物および塩基性酸化物である。金属の水酸化物の適
当な例は、ナトリウム、カリウム、カルシウムおよびマグネシウムの水酸化物である。ま
た、第四級水酸化アンモニウム、例えば、水酸化テトラエチルアンモニウムが使用され得
る。さらに、アミンが触媒として使用され得る。使用され得る適当なアミンは、第二級モ
ノアミン、例えば、モルホリン、ジエチルアミン、ジブチルアミン、Ｎ－メチルエタノー
ルアミン、ジエタノールアミンおよびジイソプロパノールアミンである。また、ジアミン
およびポリアミンも適当である。また、第三級アミンは、塩基性触媒の適当なクラスであ
る。適当な第三級アミンの例には、トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリイソプロ
ピルアミン、トリイソプロパノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン、ジメチ
ルイソプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルエタノールアミン、１－ジメチルアミノ－２－
プロパノール、３－ジメチルアミノ－１－プロパノール、２－ジメチルアミノ－２－メチ
ル－１－プロパノール、Ｎ－メチルジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－エ
チルジエタノールアミン、Ｎ－ブチルエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジブチルエタノールア
ミン、およびＮ－エチルモルホリンが含まれる。また、１，４－ジアザビシクロ［２．２
．２］オクタン（ＤＡＢＣＯ）、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－７－
エン（ＤＢＵ）、１，５－ジアザビシクロ［４．３．０］ノナ－５－エン、グアニジン、
グアニン、グアノシン、メラミン、ならびにそれらの混合物および誘導体も適当である。
触媒のさらなる例は、スズ触媒、例えば、有機スズカルボキシレート、例えば、脂肪族カ
ルボン酸のジアルキルスズカルボキシレート、例えば、ジブチルスズジラウレート（ＤＢ
ＴＬ）である。
【００３６】
　２成分ポリウレタンコーティング組成物はまた、追加的に存在する反応性結合剤成分の
硬化反応のための触媒または開始剤を含んでもよい。例えば、不飽和（メタ）アクリルホ
モ－またはコポリマーと他の不飽和化合物とのラジカル重合のための開始剤が存在しても
よい。ラジカル共重合のための通常の重合開始剤のすべて、例えば、脂肪族アゾ化合物、
例えば、アゾビス－イソブチロニトリルまたはアゾビス－メチルブチロニトリル、ジアジ
ルペルオキシド、例えば、ジベンゾイルペルオキシド、ジアルキルペルオキシド、例えば
、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシドまたはジ－ｔｅｒｔ－アミルペルオキシド、アルキ
ルヒドロペルオキシド、例えば、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシドまたはペルエステ
ル、例えば、ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシベンゾエートが考えられ得る。添加剤は、２成
分（ａ）および（ｂ）の混合前または後に添加されてもよい。それらは、成分（ａ）、も
しくは成分（ｂ）、または成分（ａ）と成分（ｂ）の両方の一部を形成し得る。
【００３７】
　本発明によって使用されるべき２成分ポリウレタンコーティング組成物は、１００％系
として処方することができ、すなわち、１００％の固体含量を有してもよいが、また少な
くとも１種の有機溶媒を含んでもよい。有機溶媒は、全コーティング組成物に基づいて、
５重量％～３０重量％の量で存在してもよい。有機溶媒は、コーティング技術で慣用的に
使用される溶媒である。それらは、結合剤の調製に由来してもよいか、または別個に添加
されてもよい。いずれの溶媒の水分含量も、ウレタン等級として一般に知られている、０
．０５％未満でなければならない。
【００３８】
　２成分ポリウレタンコーティング組成物は、鎖延長剤として低分子量反応性成分を含む
こともできる。有用な鎖延長剤には、５０～１０００ｇ／モル、好ましくは５０～３００
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ｇ／モルの分子質量を有する化合物が含まれる。鎖延長剤は、好ましくは二官能性である
。それらは、成分ａ）および成分ｂ）の全量に基づいて、１重量％～１０重量％の量で使
用される。鎖延長剤の例は、アミノ官能性および／またはヒドロキシル官能性化合物であ
る。
【００３９】
　任意選択で、支持担体と、２成分ポリウレタンコーティング組成物の層との間にプレコ
ーティングを使用することが有用であり得る。プレコーティングは、支持担体が多孔質基
材である場合、またはそれがポリウレタン層に対する化学結合を生じさせる低い能力を有
する場合、特に有用である。ポリウレタン処方物は、典型的にはそれらの非常に極性の性
質のために低粘度を有する。それらは、多孔質膜上で急速に湿潤する傾向がある。多孔質
支持担体、例えば、不織布の自発的湿潤は、支持担体中への反応性ポリウレタンコーティ
ング層の非一様な浸透をもたらし、ポリウレタンの表面にいくつかの欠陥および防水膜の
非一様な厚さをもたらす。ポリウレタンコーティング組成物が多孔質担体に塗布される一
部の場合、それは、担体を通過し、設備汚染をもたらし得る。液体浸透および一部の多孔
質補強担体の通過の問題は、ポリウレタン処方物中の一部のチクソトロピー添加剤および
増粘剤の使用によって克服され得るが、しかしながら、２成分ポリウレタン処方物の粘度
の重大な増加は、コーティング中に一部の気泡の巻込みの危険をもたらし、支持担体への
この層の接着不良、表面欠陥、および機械的特性の減損ももたらし得る。架橋ポリウレタ
ン防水膜の良好な表面外観は、この膜を屋根に敷設するために非常に重要であり、表面欠
陥は、外観を損なう。これらの困難は、ポリウレタンコーティング組成物の塗布および硬
化前に塗布されなければならないプレコーティング層の使用によって対処され得る。
【００４０】
　プレコーティングは、支持担体への２成分ポリウレタン膜の強い結合を生じるためにも
有用である。支持担体上へのプレコートの塗布およびプレコーテッド支持担体の上への２
成分ポリウレタンコーティング組成物の塗布は、防水膜が製造される商業的コーティング
ラインの乾燥および硬化能力に依存して２連続工程または単一工程で行うことができる。
単一の通過コーティングラインでの２種のコーティング（プレコートおよびその上のトッ
プコート）の塗布は、より経済的であるが、厚さおよび硬化速度のすべてのパラメータを
制御することがより困難でもある。プレコーティングは、厚く、滑らかで、一様な層を補
強担体の上および部分的に内側にもたらすための粘度およびレオロジー添加剤の添加を除
いて、ポリウレタンコーティングのトップ層と同じ化学的ベースで作られてもよい。合成
ライナ、例えば、ポリプロピレンベース繊維テキスタイルなどの使用の場合、この層は、
２成分反応性ポリウレタン組成物で処方されたレギュラートップコートが耐久性化学結合
を形成し得る新たな表面をもたらす。一部の場合、２成分ポリウレタンコーティング組成
物の塗布前にオーブン中でプレコートの湿潤および硬化のより良い制御を可能にするため
に２成分ポリウレタンコーティング組成物と異なる水または溶媒系プレコーティング処方
物を使用することが優先される。使用されるプレコート組成物は、２成分ポリウレタンコ
ーティング組成物の通過を防止するための支持担体をシールすることと、２成分ポリウレ
タンコーティング組成物の機械的係留を可能にする十分な開いた細孔をなお残すこととの
間の良好なバランスを与えるように選択される。
【００４１】
プレコートおよびトップコーティング組成物の調製および塗布
　プレコートは、好ましくは鉱物充填剤を有する変性塩素化ポリプロピレンおよびポリウ
レタンの水性分散液である。むき出しの布上へのドクターブレードによる液体分散体の塗
布後、得られた乾燥コート速度は、おおよそ３．５～４５ｇｒｓ／ｍ2、好ましくは１５
～２５ｇｒｓ／ｍ2のものである。次いで、プレコートは、４分間１２０℃で乾燥される
。
【００４２】
　プレコートは、開放容器中で２種のウォーターボーン樹脂を混合し、次いで、速い攪拌
下で、均一分散が達成されるまで鉱物充填剤を添加することによって調製される。次いで
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、所望の固体含量まで水が添加される。この後、沈降防止、消泡および増粘剤の添加剤の
都合よい量が添加される。次いで、プレコートはすぐに使用できる。
【００４３】
　プレコートの塗布は、都合よくはドクターブレードで行われる。最初に、液体プレコー
ト組成物は、充填剤の適切な分散を確保するために再攪拌されるべきである。液体プレコ
ート組成物は、支持担体上に注がれ、ドクターブレードで広げられ、これは、支持担体と
接触状態であり、明らかな隙間なしに離れる。したがって、液体は、支持担体の表面上に
目立つフィルムを形成するよりはむしろ繊維間の空間を満たす。プレコーテッド支持担体
は、１２０℃に設定されたオーブンをおおよそ４分間通過し、次いで、巻かれる。オーブ
ン後、繊維間空間のすべてではないがほとんどが、プレコートで満たされ、しかし、多く
の小さい細孔が残存することがわかる。布は、トップコート上に気泡または膨れ形態がな
いことを確実にするためにさらなる処理工程を受ける前に乾燥していなければならない。
【００４４】
２成分ポリウレタントップコートの調製および塗布
　本発明で使用されるべきトップコート組成物は、成分（ａ）、成分（ｂ）および上に記
載されたとおりの任意選択の他の成分を一緒にし、攪拌し、すべての成分を完全に混合す
ることによって調製され得る２成分ポリウレタンである。適切なフィルム形成に悪影響を
与え得る、気泡の巻込みを避けるための手段が取られるものとする。気泡は、例えば、真
空混合器を使用することによって除去され得る。
【００４５】
　トップコートの２成分は、別個に調製される。成分（ａ）は、真空を備えた、高速Ｃｏ
ｗｌｅｓ撹拌機で混合することによって調製される。ポリオールおよび液体添加剤は、最
初に撹拌機に添加される。第２に、添加剤：へこみ防止添加剤、消泡添加剤、表面添加物
および顔料の組全体が添加される。第３に、触媒が添加される。最後に、充填剤、モレキ
ュラーシーブおよび増粘剤が添加される。攪拌は、十分な分散が達成されるまで継続され
る。的確な分散（粒子サイズは４０ミクロン未満でなければならない）の確保後、３０分
の真空がすべての捕捉空気を除去するためにかけられる。次いで、真空が除去され、液体
がドラム中に排出される。水分含量は、調製後に測定されなければならない。成分（ａ）
が樹脂製造工場で前製造される場合、さらなる脱気工程を使用前に行なうことができる。
この場合、製造設備と同じだけの適当な分散機が必要とされる。その場合、組成物全体が
容器中に注ぎ入れられ、真空下で少なくとも３０分間攪拌され、次いで、水分混入を防止
するために直ちに使用される。
【００４６】
　成分（ｂ）は、ｍｄｉ変性モノマーおよびポリオールの重合によって調製される。ＮＣ
Ｏ／ＯＨ比は、最終ＮＣＯが１２．５％である値に調整される。これは、低速攪拌反応器
中で行われ、その特定ＮＣＯ含有量が達成されるまで６０℃で加熱する。次いで、液体は
、濾過され、ドラム中に排出される。
【００４７】
　トップコート組成物は、様々なプロセス、例えば、スプレーイング、ブラッシング、ロ
ーリング、ナイフコーティングまたはパッディングによって塗布され得る。トップコート
組成物は、支持担体の一方の面のみ、または両方の面に１、２またはそれを超える層で塗
布され得る。トップコート組成物は、０．５～５．０、好ましくは０．４～１．９ｍｍの
層厚さ（乾燥状態での層厚さ）で塗布され得る。支持担体は、特にメッシュ、網または空
気開放型不織布が支持担体として使用される場合、支持担体の両面の瞬間的含浸のために
それをコーティング組成物中にデッピングすることによってトップコート組成物で含浸さ
せることもできる。
【００４８】
トップコート組成物の硬化
　プレコートが有っても無くてもいずれでもよく、２成分ポリウレタントップコートを支
持担体に塗布後、トップコート組成物の層は、初期にフラッシュオフされて、存在してい
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てもよい有機溶媒を除去し得る。次いで、塗布されたコーティング層は、ヒドロキシル官
能性成分（ａ）と架橋剤成分（ｂ）との架橋反応によって硬化される。硬化は、トップコ
ート層を５０℃～１６０℃、好ましくは９０℃～１４０℃、より好ましくは１００℃～１
２０℃の温度で熱に曝露することによって行うことができる。熱は、オーブン中の対流も
しくは伝導、または赤外（ＩＲ）照射などの照射によって与えることができる。硬化時間
は、膜厚さ、硬化温度および硬化ユニット出力に依存して変わる。硬化時間は、１～３０
分の範囲であってもよい。硬化後、本発明の防水膜が形成される。
【００４９】
防水膜の敷設
　本発明の防水膜は、建築物用途、例えば、防水屋根、好ましくは平屋根で使用される。
防水膜は、防水特性を与える単一の要素として使用することができるが、追加の要素また
は層と組み合わせて防水多層システムの一部として使用することもできる。防水膜は、少
なくとも１つの防水膜に加えて、液体プライマーの少なくとも１つの層もしくは液体ポリ
ウレタン接着剤の層；合成もしくは鉱物シートで補強された追加のエラストマー膜；およ
びメッシュもしくは格子、またはメッシュと格子との組合せを含む、防水多層システムで
使用され得る。したがって、本発明はまた、上に定義されたとおりの防水膜、およびプラ
イマー層；接着剤、特に液体ポリウレタン接着剤の層；上に定義された通りの防水膜と異
なるエラストマー膜；ならびにトップ仕上げ層７から選択された少なくとも１つの層を含
む、建築物用途、特に屋根用途のための防水多層システムに関する。
【００５０】
　上に定義されたとおりの防水多層システムによって、屋根または建築物の他の部分は、
最初にプライマー、例えば、液体プライマーによって処理され得る。液体プライマーは、
好ましくは１成分または２成分のポリウレタンまたはエポキシ樹脂に基づく。第２の工程
では、接着剤、特に液体ポリウレタン接着剤が、プライマー層に塗布され得る。第３の工
程では、本発明の防水膜が、例えば、支持担体面を別の防水膜のロールと重ね合わせるこ
とによって防水膜をサイドバイサイドでローリングアウトし、それらを屋根ベース支持体
上に接着することによって、適用され得る。適切な場合、例えば、液体着色トップコート
の薄いトップ仕上げ層７が、塗布され、屋外条件下、すなわち、塗布の条件下で硬化され
得る。
【００５１】
　防水膜は、ロール形態で送出され得る。防水膜の敷設は、図１および図２に例示される
とおりに行なうことができる。防水膜は、両方向での重ね合わせを「スティッキングアウ
ト（ｓｔｉｃｋｉｎｇ　ｏｕｔ）」することなく、サイドバイサイドで集合させることが
できる。これにより、機械的損傷に対してあまり傷つきやすくなく、特にグリーン屋根ふ
き塗布に適する完全連続シームレス膜表面がもたらされる。
【００５２】
　図３で例示される通りに、屋根または屋根支持体は、液体屋根ふきプライマー５で最初
に処理され得る。第２の工程では、プライマー表面は、液体ポリウレタン接着剤６で全面
にわたってスプレーされる。第３の工程では、本発明の防水膜が塗布される。防水膜のロ
ールが、典型的には屋根ふきプライマー５で屋根支持体ベース８に接着されるシーミング
ストリップ３の助けによってサイドバイサイドで配置される。最後に、液体ポリウレタン
シーリング層４が、例えば、防水膜の２つの隣接する層間に、手作業で充填され、それに
より、重ね合わせ領域のシーリングをもたらすことができる。ポリウレタン接着剤６の薄
い液体層は、本発明の防水膜をプライマー層５に結合するために使用することができる。
一部の場合、同じ接着処方物が、層４および層６のために使用され得る。
【００５３】
　図４に例示されるとおりに、一実施形態によれば、防水膜は、トップ仕上げ層７なしで
、しかし、屋根ふきプライマー５で前処理され得る平屋根支持体８上に第１の接着層６を
有して敷設されてもよい。その場合、膜それ自体が、最終の防水バリヤである。
【００５４】
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　図５に例示されるとおりに、さらなる実施形態によれば、防水膜は、トップ仕上げ層７
を有して敷設され得る。防水システムは、液体２成分ポリウレタンのトップ仕上げ層７か
ら構成され、これは、本発明の防水膜に塗布され、これは、他方で、液体ポリウレタン接
着剤６により平屋根支持体８に屋根ふきプライマー５と一緒に接着される。液体ポリウレ
タン接着剤およびトップ仕上げ層７は、屋外条件、すなわち、敷設条件下で硬化され得る
。
【００５５】
　本発明の防水膜およびそれを製造する方法は、従来技術の既存の防水膜溶液と比較して
、膜の厚さ、物理的特性および耐久性のより良い制御を可能にする。ポリウレタン層の品
質は、防水膜を敷設する場合の硬化条件（温度、湿度）に依存しない。
【００５６】
　本発明の防水膜の主要な利点および従来技術溶液と比較して最も重要な差は、防水膜が
建築物または建築物部分へのその適用前に完全に調製される、すなわち、２成分コーティ
ング組成物が建築物または建築物部分への防水膜の適用前に支持担体に塗布され、完全に
架橋されることである。従来技術の溶液によれば、２成分液体ポリウレタンコーティング
組成物は、屋根のベースまたは屋根支持体に直接塗布され、建築物または建築物部分への
塗布後にのみ架橋される。したがって、本発明の防水膜は、例えば、屋根ふきまたは他の
建築物用途で、既存の防水膜と比較してはるかに容易にかつ速く敷設することができる。
また、この防水膜は、液体２成分ポリウレタンシステムに基づく現在の平屋根防水システ
ムと比較してより低いコストで調製および敷設することができる。本発明の防水膜は、好
ましくは建築物用途で使用されるが、他の用途も可能である。
【００５７】
　本発明は、以下の実施例でより詳細に説明されるが、これは、その中での多数の変更お
よび変化が当業者に明らかであるので、単に例示的なものとして意図される。
【実施例】
【００５８】
実施例１
　注記：この実施例では、成分（ａ）は、ポリウレタンシステムの樹脂（ポリオール）成
分を指し、成分（ｂ）は、イソシアネート成分を指す。
【００５９】
　最小限２００ｋｇの成分（ａ）（Ｋｒｙｐｔｏｎ「Ｓ－Ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ａ」、これ
は、Ｋｒｙｐｔｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌにより製造された、触媒および顔料を有する疎水
性ポリオールベース組成物であり、２５℃で４００００ｍＰａ．ｓの典型的な粘度（Ｂｒ
ｏｏｋｆｉｅｌｄ、１０ｒｐｍ、スピンドルｓ６４）および９５４ｇ／１当量の当量を有
する）が入っているドラムの内容物すべてを、低速度撹拌機（壁および底部に近接して攪
拌することができる）付き蓋および最低限５０ｍｍＨｇ真空をかけることができる真空装
置を備えた密封可能な容器に注ぎ入れた。容器を密閉し、真空下６０～１００ｒｐｍで少
なくとも３０分間攪拌した。これに続いて、真空を除去し、空気作動移送ピストンポンプ
（Ｍｏｄｅｌ　Ｖｅｇａ、ＬＡＲＩＵＳ－Ｉｔａｌｙ製、比５／１、圧力３～８ｂａｓ、
６６サイクルで１０リットル／分）を挿入し、容器を保護シートで覆って、空気への過剰
の曝露および汚染を防止した。
【００６０】
　成分（ｂ）（Ｋｒｙｐｔｏｎ「Ｓ－Ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ｂ」、これは、Ｋｒｙｐｔｏｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌにより製造された、２０００ｍＰａ．ｓの粘度（２０℃、Ｂｒｏｏｋ
ｆｉｅｌｄ、１００ｒｐｍ、スピンドルｓ６４）および１３．５％のイソシアネート含有
量を有する芳香族イソシアネート末端プレポリマーである）が入っているドラムを開け、
空気作動移送ピストンポンプ（比５／１、ＧＡＭＡ－Ｓｐａｉｎによる）を挿入し、シリ
カゲルカートリッジ水分防止装置をはめた。両方のポンプの出口を、調整可能な混合比で
ＧＡＲＲＡＦ　ＭＡＱＵＩＮＡＲＩＡ（ＧＡＭＡ、Ｓｉｔｇｅｓ、Ｓｐａｉｎ）によるモ
デルＥＶＯＬＵＴＩＯＮ　ＶＲである可変比－配分機の成分（ａ）（樹脂）および成分（
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ｂ）（イソシアネート）の対応する供給ポートに接続する。機械の設定は、以下のとおり
である：
加熱ユニット樹脂－成分（ａ）：３０℃
加熱ユニットイソシアネート－成分（ｂ）：３０℃
ホース：３０℃
圧力：７０バール
Ａ（樹脂）とＢ（イソシアネート）の間の混合比は、体積で２．１：１である。
【００６１】
　混合チャンバ－ガンタイプ：可変比－配分機のホースの端部に、ＧＡＭＡ（Ｓｉｔｇｅ
ｓ－Ｓｐａｉｎ）によるスプレーイングガンモデルＳＯＬＶＥＮＴをはめ、ＤＯＴＥＳＴ
（Ｂａｒｃｅｌｏｎ－Ｓｐａｉｎ）によるポリプロピレン静的ミキサのセクション、内径
１２．５ｍｍ、長さ４００ｍｍを、出口に取り付けて、空気閉じ込めなしで的確な混合を
確実にした。両成分を、それらが設定温度に達するまで１０分間再循環させ、その後、Ｅ
．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ＆Ｃｏｍｐａｎｙにより製造された高強度
ポリプロピレンスパンボンド布である補強担体の上に液体コーティングの塗布によって進
行させた。ドクターブレードギャップを１．５０ｍｍに設定し、コーテッドロールを５ｍ
／分の速度でコーティングラインに供給した。コーテッド担体は、加熱セクションすべて
に沿って１２０℃に設定した１２ｍ長のオーブンを通過した。
【００６２】
実施例２
プレコートの塗布
　プレコート組成物「Ｐｒｅｃｏａｔ　Ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ｐｒｉｍｅｒ」（これは、高
強度ポリプロピレンスパンボンドのコーティングのためにＫｒｙｐｔｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌにより製造されたプライマー処方物であり、１６．２重量％の固体含量を有するポリ
ウレタン分散液に基づく）を内容物すべてが均等に分散されるまで低速で電気式撹拌機を
使用してその元の容器中で均一化した。
【００６３】
　プレコーティング処方物の硬化を、Ｂｒｕｃｋｎｅｒのライセンス下で、Ｂｅｒｅｎｇ
ｕｅｌ（Ｂａｒｃｅｌｏｎａ）により製造された、独立して調整可能な温度を有する４つ
のセクション（各３ｍ）に分けられた１２ｍ長のオーブン中で行なった。一連の垂直保持
ニードルを設定する。温度は、すべてのセクションで１２０℃に設定した。
【００６４】
　プレコーティング処方物を、スクレイピングドクターブレードが、液体を１．５ｍ幅の
セクションに沿って広げる高強度ポリプロピレンスパンボンド布の移動と接触する直ぐ前
に、それを元の容器から直接注ぐことによって塗布した。プレコーテッド布は、１２ｍ長
のオーブンに入って行き、ライン速度は３．７ｍ／分に設定した。オーブンを通過後、プ
レコーテッドロールは、再び巻かれ、次の工程のために保管される。おおよその得られた
プレコーティング被覆は乾燥時に４０ｇ／ｍ２であり、湿潤段階で１００ｇ／ｍ２に等し
く、その後、それをオーブン中で乾燥させた。
【００６５】
トップコートの塗布
　最小限２００ｋｇの成分（ａ）（Ｋｒｙｐｔｏｎ「Ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ａ」、これは、
ＫＣにより製造された、触媒および顔料を有するポリオールベース組成物であり、２０℃
で１８００ｍＰａの粘度（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ、５０ｒｐｍ、スピンドルＳ６３）およ
び２０５０ｇ／当量の当量を有する）が入っているドラムの内容物をすべて、低速攪拌機
（壁および底部に近接して攪拌することができる）および最小限５０ｍｍ　Ｈｇ真空をか
けることができる真空装置を備えた密封可能な容器に注ぎ入れた。容器を密閉し、真空下
６０～１００ｒｐｍで少なくとも１５分間攪拌した。これに続いて、真空を除去し、空気
作動ドラムポンプ（Ｍｏｄｅｌ　Ｖｅｇａ、ＬＡＲＩＵＳ－Ｉｔａｌｙ製、比５／１、圧
力３～８ｂａｓ、６６サイクルで１０リットル／分）を挿入し、液体の表面を非混和性炭
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化水素溶媒Ｅｘｘｓｏｌ　Ｄ１００（Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製炭化
水素流体）の薄い層で覆い、成分（ａ）の表面のゆがみがまったくないように注いだ。成
分（ａ）の表面すべてが覆われ、１ｃｍ厚さの流体層で大気水分から保護されるように、
十分な流体を注いだ。
【００６６】
　成分（ｂ）（Ｋｒｙｐｔｏｎ「Ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ｂ」、６００ｍＰａ．ｓの粘度（Ｂ
ｒｏｏｋｆｉｅｌｄ、１００ｒｐｍ、スピンドルｓ６３）およびやはりＫｒｙｐｔｏｎ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌにより製造された１３％のイソシアネート含有量を有する芳香族イソシ
アネート末端プレポリマー）が入っているドラムを開け、空気作動移送ピストンポンプ（
ＧＡＭＡ－Ｓｐａｉｎによる、比５／１）を挿入し、シリカゲルカートリッジ水分防止装
置をはめた。一定比を実現するために、両方のポンプの出口を、イソシアネート用の６０
ｃｍ３のチャンバおよびポリオール用の１２０ｃｍ３のチャンバを備えた、ＧＡＲＲＡＦ
　ＭＡＱＵＩＮＡＲＩＡ（ＧＡＭＡ、Ｓｉｔｇｅｓ、Ｓｐａｉｎ）による複数配分機、モ
デルＥＶＯＬＵＴＩＯＮ　Ｇ５０Ｈの成分（ａ）（樹脂）および成分（ｂ）（イソシアネ
ート）の対応する供給ポートに接続した。ポンプおよび混合機に動力を供給するために必
要な空気は、少なくとも５００ｌ／分で送出するオイルフリー、空気乾燥圧縮機により供
給した。Ｇ５０機の設定は、以下のとおりであった：
加熱ユニット樹脂－成分Ａ：３０℃
加熱ユニットイソシアネート－成分Ｂ：３０℃
ホース温度３０℃
圧力：７０バール
【００６７】
　Ｇ５０ホースの端部に、ＧＡＭＡ（Ｓｉｔｇｅｓ－Ｓｐａｉｎ）によるスプレーイング
ガンモデルＳＯＬＶＥＮＴをはめ、ＤＯＴＥＳＴ（Ｂａｒｃｅｌｏｎ－Ｓｐａｉｎ）によ
るポリプロピレン製静的ミキサのセクション、内径１２．５ｍｍ、長さ４００ｍｍを出口
に取り付け、空気を閉じ込めることなく的確な混合を確実にした。静的ミキサをスチール
製管に挿入して、ミキサの偶発的破損の場合に操作者を保護した。両成分を、それらが設
定温度に達するまで、および塗布による進行前にさらに１０分間再循環させた。
【００６８】
　装置の平衡化および圧力均衡の検査後、おおよそ１．５ｍｍの厚さを有するプレコーテ
ッド高強度ポリプロピレンスパンボンド布を、そのロールから、平滑プレコート表面を上
にして、３．５～４ｍ／分の速度で供給した。反応混合物を、１．５ｍｍの間隙で設定さ
れたドクターブレード（Ｊａｃｏｂｓ　Ｗｅｉｓにより製造された）の前でプレコーテッ
ド布上のスプラッシング（ｓｐｌａｓｈｉｎｇ）を回避するように穏やかに注いだ。乾燥
オーブンの４つのセクションは以下の温度に設定された。
第１セクション：１２０℃
第２セクション：８０℃
第３セクション：８０℃
第４セクション：７０℃
【００６９】
　各セクションを平衡に達するようにさせ、その後、トップコーティングの混合物の塗布
を進行させて、オーブン中で硬化させた。
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